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ニ瞳 日夕も �轟 � � �・β � �瞼 �三撞 腑晒厭新館
侶局留自睦細
長折　尾陶弘

∴∴幸：毒薬∴亨∴享 
l ぼく伊共同体的な集面接場をヤううと �そあらず、刀17平堕、さらに潅木角帯っ 

恵。韮肋に坤おら励まと前の駁3卓 �ZIIるため、毒草の夏から刺こかITてカ 

生の韓です。南棟圭亮への甲」され尊さ �予と笹を刈り二払‖∴発木の「寵を岱承し 

邦仁子鳴きのに反播し、友達ち人〉二磐井 �IJしめています。どれからゲ」の種木を 

正目げこととしそ話し合っ乙‖きしと。 �手らっとのご轄紬二百本ぼ卵ノ植えきし 

とのころは前後のiiみさn間もなく、やっ �巨今卑付早春にシイヴTの植え私君、 

そやろラと韓日モモ「申つの事に研ぎく �琵基盤飢自給、圃場の華筒型卓妻えて 

にとって重囲慶鮮やるこ動魯魚のご �子音詰・　、 

とに曾ってしき＝∴今日に日にって。ま �三の輌掃地は、甲山原画酋郡神郷町と 

す。たどこのら草創こ、5人は掌れきれ �－：∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴ 

別の生き方を選ん乙、、今到さ本気を共同 �ます。11ず抑古豪蕎（乳牛と鶏を考えて 

体を雇えiZLlるのi舌、Iまく1人になって �‖ます）毛導入して複合的な舌のにして 

しまっと。 �しぼ七日ど瓢）ます。i集団痩場の形にi 

112耳前に．1人でき憩lから共同体を求 �日も早くし辛‖のぞ－す組合のところ一 

めて寝業を始めて中ろうと恩っそ土地を’ �緒にやるラと‖ラノ有事勧）ません。尾騎 
‾壊し醜めよしだ。そして左耳の嚢、以前 �さん7柄Iつかの斤目fi厚サツ』に、「具 

から気に入って（店前商科の「画に、韻－ �同体か少数の定着にざる以上にワmIフキ 

0寵助手あって、やっと3h紳士哩をチ �了〉／運動のざラけもの亡ぶフて支えられ 

に入れましだ。きこけら～6年手か孔っ �筋骨一一』と喜件れていきしモ卵、iまく舌 l 
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友達は時勺は手伝川三乗そく許します。

莫前歴撒き？と向かれZもラまく表現

でき尊い諒の研、多く、輿韓のぼくaY重秀

を亀て石らラ瑠ト、惑弾指哺せん

角「昇一に、倉移劾）

経営しそIlでとし厚着礼ニ

賀本吉義社会をを療するとlIラ太子を

真贋の全売合服や嚢離挿画麹にげろと

結局のところ貿本主義的営繕発をするを

のです。『麗和文化退勤。iくど日ラ穫蒜で
ヽ●’・

驚鮭窯業砦
不二I二、何人乙l喋尉目角ら共同体喜作ろ

ラと日う老その人l二と反対どす。一人に

ずって己中れるし、ヤっ乙日くんだ、ど‖

ラ／くj享と共同体を作り臼）と思って白ま

ず∴ラ十三には、農業や牢か好き骨かち一

箱仁和」に日とI）ラ人をIlきし下か、彼

仁王抑圧リガさを恐巳きし

戸か、細（ら兼痕瓢こし言う∪今日日お酌議牽否涌う甘

7日ン｛汚毒矧補甘く、刺で強制勘的ほと卒／面惑じ尊

I僚艦行う」と割†て11る。芝ラl）ラこと

を乃んと在打ち破爪印）かと！亘の種、

の勘司偉観で、す。

鰯糖鰯繭翻醜翻鶴
日本帝の親鳥りの甲のイ＼さけ村から祈

春のメッセージを造ります。

尾闇さんの「廃村」からの共同体のイ

メージとIきちかIl、ぼくのけ「荒馬」に

南諒すろ新しlI「関係のムラ」です。と

れ；廟一つZ、園塀伸フ棄民されに請痩同

前邸の人々か、「棄戻されF二と」すら

気付か師二部20政舞、坪三の故郷と放

認しっつけ下草後の向諦村か、頂門日本

の柳川巨大け廃壕としてぼくのイメー

ン、新見足してiほお尾粛さん仙常民と

しそム萎減することを直香しで＝るよ

うに、膚くそ的諷二棄民さ休に手のさす。

ぼくは、観光とlウ名の資本か収奪L

ZL京っモ姦亀窯と、停刷初を蒔し収奪

しそ書に擬共同体f席！7いて、一項しそ碩外

さmZきましそ。自己を奪った擬共同棒

への復峯として、常酎二対する怨念とL

Z、蛇口としそ、秦衰亡らIニさる新しJl

売別蔀嘉一〈ムラ〉朴直常住と戦訓壬を

震えて復亮する。掃らゆる泰嵐ニi‾徳男

村」か存在奇るJラI二、悪手　二乗布目‾

クだ
i



腔園圏園彊函函諸悪弼露悪屡藷
をす。棄民吋常民と。ラ発想にさる共同

備和博くの圭の子す。

ぼく伸）まilる寺には∴方面萌の山林

か勧）ますo水頚と中日、籍懸（己皆、

の胴）、松林、竹林、杉林げと楽手ヤ混

ぜの丘と谷と科薗細万坪、埼和ら自米

くら日頃の丘醸地帯の一角である。変化

に寓んど都岡編健のきれめて乏し川非

緒融婦中っ痢‖甘空地です。iまくの期

体I評の皇軸年酌畠の寮ご乱

獲村（乱用nゆる「前件」に奮って衝

休されつつ勧）書すか、理系純押確びつ

きと血縁的な霜ひフさは依然として強固

に残存LZllる。これら何体前日二組打払

ま放ると言擬共同体とし乙極めて反違令

釣功主格を寝室する。ぼくの矧面倒∂三

の藤井固辞研作り餌す秩序に対して、自

己聞役的け攻撃性を舌に楓か印）までん。

直様万民俸馳軸母の根故地としての貴腺、

市民社会の切り込み嬢としての転撃†王e

多様性－ネ定型亀一「言を紬こしてそ、

「あ言えへソ㈲元方」と同船紅組憎、、ヤ

っぼり「共同備中渦」と答えてしまう。

刺　と聞く、照けときこちらlニ斬佗見

宿根不とIウ面な壷牙却lら直塙に来

れる蒐町で、侶嘉を舌出離91覿鴫常子、

寸言∴新　煤街潮流蘇∴硝天

葦註∴一一亭主
三宮県庁墳屈†忌日アマ干‘シ才色増腋罵

まにまだ。革命」と‖ラことを向日Z、

柳こか特別なことで、壬するかのざラIニ思

（腿んで年）る人柄一一、勘）。との柳時め

77、展開さん柄「軸争に遊びのココロ

の間復研、他漕げん叩」と書かれZIIbの

せ」蚤尊LL上とると、王っ＿Zr二革命ゴー

を生者化することの時壇と‖ラことに甘

l）ます。つまり席、自分達印あ王しろお

かしく黍しく生話する。そラして日くこ

ととの壬のか言動朝形Z、社会を変革L

alってIlる、芝ラIlラ運動僻で、剛丁狐

はけら甘口とIlラ二と戸、と思iはす。

責社のら萌し』と。ラミニコミか出て

日は卒研、をの中にも「政発き老える場

合、政利古生亮に支えられZllること、

政売個櫨はl削二生請の薩Jリ衆目ことを

見暮してはならぬと酎）ます。したがっ

て通勤を支える憩禅は敢充の次元から生
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V要∴∴∴、S 朔”寂れu左を∴∴＜ノ6∴6

調と醇う，一多くの学生完動衆の場合

確的な動唐として、「創適性と行為の共

剛性で稀はれ、傾れ合lIで尊く不断の緊

薙関係に支えられた相互媒介的、共同僻

的騎確を志向しそ（Iきた日と考えて日石

と言って［ほお

ばぐにらも二二で、崇同申請をLZIlる

狗廿です和、彼らの‖ラ「共同体的菌俵」

かりさらに千鶴勺南條」へと押し通ねこ

と仙岬骨と思って、とうLE馳実を作

ら胸古けらけ11と矧ほす．

共同と（）う「にぎJnL」のざラな、

水に己とせばまにlYラjYラIこなうそしま

ラとし）ラ中身をlさばく「王子」のぶラ

ヴ、フげはつくばとつなかI）か強くぼっ

て別れられ耳目－「とく、ニきご舌やろラ姐

とllラ粛係、大同とlさぞともときラaI吉

和）かと恩‖ます。「共同」「協同」か

07日」辺の甘il社会餉室田をつくる。学

のなかで先取り」に社会のモデルをつく

リ、ま百二的し、手につくi）と＝ラさラ

I二、との聖廟名辞大してIiく作薯、きれ

をすることか重秀その手のになって日義

メシを食ブ婆を副1名、何かをする、

との吾桑の－コマーコマ吉子を和良信糊、

扇国衆とIiラ基盤の亡で甘されなけ柵か

けら甘口でしふう。

離鰹
＿ご＿声∠」と′≠　∠孝

今篭で個個人矧二送

ら放てさに三通の手紙を紹介しました。

それ勧輸入Iニ帽薫堕でしそと討」＿亭し一

声のZ、二二であ平まってあさまも刀に光

源鳥打ち紹介し臼）共同体関係のミニ

コミは、「裏書通信」IT打法落日）／「光

電通信」面干“ン会ゴ掛）／「坑」個酸く相

似神南）／「葬儀竜自給牧壕」（菊川辞し線も

会煎）／「けんさん」幅で蛤椿〉／「ポロ

と水」停宵蝕腕）／「ぽんせん席末傍⊥／

十あらくさ共同体」砂高弟齢）／「榊実」

（砺廟幹）／「押下通信」（モ㊤袖／「モ

ぐら社私信」（醐毒髄く研佃伯）／「刀ティ

ら「一体」へとIlラことでしぎラれ　1 �マ」（神明弼瑳㈲／「劇的げろ仮装を 

そして自主生産重し、自分にらで、回旋 �ぅZ」／「無政府主義」／「不iハ葉 　　　享の了や白票較ノ九千二l衆 


